
紙の商売だが、
社内の紙は少ないほどいい

水野産業株式会社

ペーパーレスの目的は単に紙を減らすことではない。

紛失、保管、速度など紙を使っていることにまつわるさまざま

な問題を解決しようとする姿勢の象徴として、「ペーパーレ

ス」という単語が使われているのだ。東京都文京区にある、

食品包装資材大手の水野産業の事例を元にペーパーレス

のもたらす効果を検証した。

水野産業株式会社は、コンビニエンスストアや外食に紙を中

心とした、食品包装容器などを卸す業界トップクラスの大手。

割り箸やハンバーガーチェーンの包装資材など、取り扱い品

目は多岐に渡る。元々は、紙業であったが、プラスチックに

よる容器や包装資材の普及と共に、総合的に包装容器を取り

扱う企業となった。

水野産業の強みは、大量の資材を即座に全国展開できる物流

と、顧客ニーズに合わせた商品開発機能。ニーズに合わせた

オリジナル商品を開発できて、しかも北海道のどこそこに明

日大量に納入できる仕組みをもっている企業は他にはない。

例えば、外食産業でよく見かけるクリーンキャップという紙

の帽子は、ほとんどが水野産業製。元々はアメリカからアイ

デアを輸入し出来あがったオリジナル商品だが、その評判を

ベースに全国に取引が広がった。

そんな水野産業の悩みは、やはり在庫。コンビニエンススト

アなどは、短期開発と短納期、即座にモデルチェンジの連続。

扱い高が莫大なため、デッドストックを溜めてしまえば即座

に命取りになる。もちろんお客様ロゴの入った容器を他に転

用できるわけがない。中国や韓国などの外国からも仕入れを

行い、国内での激戦に勝ち抜くためには、なにより業務フロ

ーを短くフレキシブルにすることが重要となる。

以前はNotesを使っていた水野産業では、別のグループウェア

現在、サイボウズのワークフローで運用している書式は10種

類程度。経理との調整が必要なお金に絡む部分の承認にはま

だ使っていない。それでもすべてが紙で回っていたNotes時

代に比較すると、すでに十分効果は出ているようだ。

「すごく便利になりました。もし出張などでいなかったりし

ても、申請している方がどこでとまっているかわかるので対

応がしやすいですね。紛失面での心配もないし。」（斉藤

氏） 導入がしやすかったのは、勤怠管理関係から。口頭と

正式な書式の狭間にあるようなものが、効果がわかりやすい

ようである。休暇届、出張申請、直行直帰届け、残業申請な

どはほぼ電子化されている。

勤怠以外で特に重要性を増しているのが入金連絡のワークフ

ロー。新規や個別の発注の場合は、リスクをヘッジするため

に前金取引になるのだが、その前金の入金連絡に活用してい

る。使い方はシンプルで、営業がフォームに発注内容と入金

予定、得意先を入れて、入金が確認できたら経理が承認し

て、現場が出荷する。今までは、口頭やメモで伝達している

ため間違いが起きそうになることがあったという。

「不況だからお金関係は特に重要なんですよね。仕入先に関

しても従来はまったく気にしていなかったが、不況で仕入先

が倒産して調達が危なくなるときもありえます。」

在庫は圧縮したい。そうなると納期はいつもぎりぎりにな

る。水野産業では、グループウェア「ガルーン」の社内メー

ルの通知機能や確認機能を確認して、在庫調整の連絡なども

行っている。仕入れから納品までのリードタイムを圧縮する

ためにワークフローの活躍の場はますます広がりそうだ。

水野産業は上場企業ではないので、今のところ内部統制に絡

む要求事項はない。しかし、得意先が内部統制環境を整備し

てきて、その流れで取引先にも同様の業務プロセスの可視化

を迫ってきており、そろそろ要求がでてきたという。

「サイボウズのワークフローは便利だし、もっと使えること

はわかっている。そろそろ得意先から内部統制対応を言われ

るようになってきているので、もっと活用してゆきたいです

ね。」（斉藤氏）

で使用していたスケジュールとの連携の悪さに悩んでいた。

情報系システムを使って仕事の効率を上げるには、アプリケ

ーション同士の連携が重要。

そこで、スケジュールもメールも一般的なアプリケーション

はすべて揃っているサイボウズ ガルーン 2 を選択し、同時

に統合環境ということでワークフローの導入も行った。

それまで、社員のスケジュール管理のメインは手帳だった

が、ガルーンのユーザーインタフェースが好評で、すぐに社

内に広まった。

「システムが変わると必ず不平不満が出るものなんですけ

ど、サイボウズのときはほとんど出なかったですね。」

（情報システム課課長　斉藤　昇 様）

ワークフローは、「実は最初はやる気がなかった」そうだ

が、この際ということで一気に導入。導入してしまうと経営

課題にあわせて活用方法を考えた結果、導入後一年で社内に

はすっかり浸透している。

ほどほどに重要な紙が一番なくしやすい

スケジュールとメールの統合環境を
揃えるのを機にワークフローも導入

今後は内部統制も視野に入れて

情報システム課 課長
斉藤　昇様

不況時にこそ重要な入金連絡

企業情報

1948年創業、ファストフードのクリーンキャップやお弁当の包

装容器などの開発・仕入れ・販売を行う卸売業。近年は日本

の大手ファストフードへの供給力をまかなう強力な物流機能を

生かして、食材、厨房関連も含め10万品種を取り扱う「食の総

合プロデューサー」として、発展を続けている。

■本社/東京都（文京区）　　　

■支店/大阪

■営業所/札幌、仙台、新潟、北関東（埼玉）、

　　　　　　 名古屋、岡山、福岡

■物流センター/関東（埼玉）、千葉　　　

■駐在事務所/上海（中国）

- 1 - - 2 -- 1 - - 2 -

Copyright 2009 Cybozu,Inc.C

※記載された各製品名は各社の登録商標または商標です。詳しくはこちらをご覧ください。http://cybozu.com/company/trademark/
※サイボウズ、Cybozu、ガルーン、Garoon、ApprovalFlowおよびサイボウズのロゴマークはサイボウズ株式会社の登録商標または商標です。


